
○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果

○補助事業の収支状況

5,173

団　体　名 五稜星の夢実行委員会

助成の根拠規定等
・函館市補助金等交付規則

(条例・規則・要綱等)

内　　容

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

五稜星の夢開催補助金
開　始

平成12年度
年　度

(単位：千円)

年　度
助　　成　　金

協賛金 広告収入 繰越金 雑収入 計
市

　特別史跡五稜郭跡の堀の周囲1.8kmを約2000個の電飾で飾り，公園内の藤棚やツツジ，
道道五稜郭公園線の樹木にもイルミネーションを施すなど，五稜郭を地上に降りた巨大な
星として浮かび上がらせるイベント。

　地域の活性化のみならず，冬季観光振興にも多大な貢献があるものと認められるため。

　特別史跡五稜郭跡の堀を電飾するという函館ならではの特色ある行事を実施することに
より，冬季の観光客誘致に貢献している。

入 26 1,000 2,912 1,910 6

その他

収 23 1,000 1,640 2,533

25 1,000 3 2,832 3,835

24 事業休止

85 5,913

27 1,000 2,752 1,970 49

支 23 3,016 451 415 1,227

5,771

年　度 工事費 電気料 宣伝費 計

5,109

事務費

25 3,759 345 283 1,069 5,456

24 事業休止

5,914

27 4,884 278 292 757

出 26 4,185 319 292 1,118

6,211



○基本的視点の再チェック

※適・不適であっても，説明欄は必ず記載してください。

○財政的視点のチェック

※不適の場合は，説明欄に必ず記載してください。

１

公益性
（明確な公益性があるか） 平成元年から開催されており，市民参加による

五稜郭エリアの活性化につながるイベントとし
て，市民の知名度・内容の充実に対する期待が
高いイベントである。

　①広く市民生活の向上に貢献
  する事業

　②市民ニーズが高い事業

２
必要性（補助しなければならない事
業であるか）

特別史跡五稜郭跡の堀を電飾するという函館ならで
はの特色ある行事を実施することにより，当市の冬
季観光の振興に資する，必要不可欠なイベントであ
る。

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

五稜星の夢開催補助金

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

３
自主性（自主自立に向け努力してい
るか）

イベント内容の見直し等を行っている。

４
有効性（他の手法ではなく補助する
ことが，施策目的実現に最適か）

冬のイベントの充実による冬季観光振興の必要性が
叫ばれている中で，観光客誘致に係る機運の高まり
を削がないためにも，補助金の支出が最適である。

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内で
ある

５ 前年度繰越金は生じていないか

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている

　当該補助金は，当該事業の大きな効果を鑑
み，その事業継続を支援するため，政策的な意
図を以て支出していることから積算基準を定め
ていない。

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保している
か）

７ 経常経費の節減に努めているか



○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

　　　　　　　　　　　　　　※継続事業は，直近の実績　新規事業は，効果のみ記載してください。

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）

補 助 金 名
（交付金名）

五稜星の夢開催補助金

　具体的な数値等を示すことは難しいが，来函観光入込客数推計より冬季観光客誘致の一因となって
いると考えられる。

（来函観光入込客数推計（単位:千人）
H26年度：12月 265.7，1月 168.8，2月 212.2
H25年度：12月 248.7，1月 159.0，2月 184.6
H24年度：12月 233.8，1月 136.5，2月 158.3

市民ボランティアの努力により，函館の冬のイベントと
して旅行代理店のパンフレット等に掲載されるまでに成
長してきており，今後もより知名度を高め多くの誘客の
可能性がある。

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

平成　３０　年度 終期到来時に再検討 平成　３０　年度

現行のまま補助を継続

　今後，補助事業の対象経費を精査するなどし，必要
に応じて補助金額を検討する。

見直したうえで補助を継続

廃止

その他


